
▼
Ａ
５
判

・
三
二
〇
頁
／
定
価
中本
体

六
、
八
〇
〇
円

続
型

【∽
巾
肖
る
や
「
∞
‐ヽ
‐『
∞
（
Ｎ
‐
庫
∞
ヽ
∞
‥Ｓ

【
二
〇

一
六
年

五
月

刊
行
】

日
本
の
歴
史
上
、
近
世
ほ
ど
多
種
類
の
貨
幣
が
流
通
し
た
時
代
は
な
い
。

金
・銀
・銭
と
り
つ
幕
府
制
定
の
雲
一貨
」
、
近
世
初
頭
の
大
名
領
国
に
み
ら

れ
る
金
銀
貨

「領
国
貨
幣
」
、
藩
札
や
私
札
の
紙
幣
な
ど
を
加
え
れ
ば
そ
の

数
は
膨
大
で
あ
る
。
さ
ら
に
銭
に
つ
い
て
は
、
地
域
独
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小葉田淳総監修                     l」 葉ヽ田淳著
上巻では元禄4年の開坑より明治32年、いわゆる旧別子時代の終わる 金銀山の個別の史的研究を集成した、『 日本鉱山史の研究』(学士院賞)、

までを取扱い、下巻はそれ以後閉山するまでと更にその後の補遺を記 『続日本鉱山史の研究』につづく本書には、足尾・面谷・別子など日
述し、別巻は別子銅山史上の事

'亦

を理解する助けとなる図版 。写真・ 本を代表する鉱山の個別の史的調査研究にカロえ、付篇として産銅に関
史料等を収載した。開坑300年記念出版。              する近世の銅貿易と鋳銭についての論稿を収めた。
レB5判・総1500頁/本体73,000円 (税別)    ISBN4-7842刊 643-4 >A5判・868頁/本体19,000円 (税別)      ISBN牛 7842-0760-0

※住友史料叢書
小葉田淳・ 朝尾直弘監修/住反史料館編
1620年代から大坂で銅の精錬を業とし、一時世界銅産市場においても

重要な位置を占めた住友家は、その後金融・貿易などをも手がけ、近

代の財閥につながる豪商の一典型である。その鉱業史料は、質・量と

もにわが国屈指の基本史料であり、本叢書は1万数千点にのばる近世

史科のうち重要で継続する記録類を中心に編纂。
>A5判・平均400買/既刊30冊 揃本体276,000円 (税別)

住友別子鉱山史 [全3巻 ]

※貨幣と鉱山
小葉田淳菩

日本経済史研究の泰斗が中世から近世にいたる貨幣と鉱山に関する論

考を集成。【内容】近世、銀・金の海外流出と銅貿易の動向/日 本中近

世の貨幣事情/領国武田氏の幣制と家康の幣制の確立/佐渡鋳造の金

銀貨、とくに印銀通用について/近世鉱山史料について 他
レA5判・300頁/本体7,800円 (税別)      ISBN4-7842-1004刊

近世日本の銅と大坂銅商人
◆井典子著
大坂の銅商人社会が成立・変容する過程を軸にして、鋼の生産・流通
の歴史を通覧。住友家文書や初村家文書など関連史料を丁寧に読み解

き、長崎貿易の動向・幕府の統制 。相場の変動なども視野に入れなが

ら論じた本邦初の銅の近世通史。
レA5判・316買/本体7,500円 (税別)    ISBN978-4-7842-1805-9

大航海時代の日本と金属交易
月」府大学文化貝オ研究所企画シリーズ③ 鈴木康子書

平尾良光 。飯沼賢司 。村井章介編

最新の鉛同位体比分析の成果から、日本の銅生産や中世～近世日本の

金属流通のありよう、南蛮貿易の意義などに新たな視角を提示する。
巻末に戦国時代関連資料の鉛同位体比一覧を掲載。
>B5判・224買/本体3,500円 (税別)    ISBN978-4-7842-1768-7

※近世後期瀬戸内塩業史の研究
山下恭著
塩業と醤油業における開発・経営・塩専売制・流通問題を細かく分析
し、さらに塩業における燃料問題と労働条件を数量的に解明した基礎

的研究の一書。【内容】近世後期赤穂前)|1浜 の開発/近世後期龍野醤

油醸造業者の塩日経営/龍野藩網千新在家浜と醤油造元 ほか

レA5判 。300頁/本体6,000円 (税別)      ISBN4-7842-1287-6

今村家文書史料集 [上巻中世～近世編]

今村家文書研究会編

戦国期以来、京都近郊の伏見街道沿いで地域の有力者として代々続い

てきた、今村家に伝えられた文書群の翻刻史料集。上巻には中世～近

世、下巻には近代の史料を掲載し、文書全点の目録および徐図類の高

精細画像とトレース図30点を収録したCDを両巻に収める。
)・ B5判・284頁/本体8,800円 (税別)    ISBN978-4-7842-1830-1

-九世紀の豪農・名望家と地域社会
福澤徹三箸
19世紀の豪農・名望家と地域社会の関係を、上位権力 (領主など)と
者「さ市と取り結ぶ関係にも留意しながら総合的に検討することにより、

近世・近代移行期の特質を解明するための地域社会論を提起する。
>A5判・330買/本体6,000円 (税別)    ISBN978-4-7842-1642対

住友の歴史 陰2巻 ]

朝尾直弘監修/住反史料館編

近世初頭から銅の精錬を業とし、その後金融・貿易などをも手がけ、

近代の財閥につながる豪商の一典型である住友の歴史をわかりやすく

紹介。連綿と受け継がれる住友精神の源泉がここにある。
上巻レ46判・286頁/本体1,700円 (税別)  ISBN978J-7842-1703-8
下巻レ46判・322頁/本体1,700円 (税別)  ISBN978-4-7842-1762-5

※日本銅鉱業史の研究

近世鉱山社会史の研究
荻慎一郎著

鉱山社会史研究の視点から、従来の研究で欠落していた支配・経営構

造、技術受容と生産体制、労働組織、鉱山法や住民の社会生活などの

実態を大葛金山・院内銀山などの一次史料を通して明かす先駆的な業

績。第 7回高知出版学術賞受賞。
レA5判・640買/本体12,800日 (税別)      ISBN牛 7842刊 900-X

三木金物問屋史料
永島福太郎編
三木金物仲買問屋 「作清」黒田清右衛門家の近世史料を主体に、仲買

問屋 「道善」井上善七家、三木市宝蔵文書・市立図書館所蔵文書から

金物関係史料を収録、解説と研究 5篇を付した。
>A5判・700買/本体10,000円 (税別)      ISBN牛 7842(1284-6

近世日蘭貿易史の研究
8文闇史学叢書

近世日蘭貿易における日本輸出商品の生産から販売までを、個別商品
の輸出状況の調査、一定期間の輸出商品全体の把握、日蘭貿易状況に

現れた国内外の諸情勢という三つの複合的な視点から詳細に追究し、
近世における日蘭貿易の状況と推移を明かす。
レA5判 '480買 /本体9,600円 (税別)      ISBN4-7842-1178刊

近世吉野林業史 ォンデマンド版
谷爾兵衛著

いま日本の林業は存亡の危機に直面している。吉野の地に生まれ、林

業とそれに携わる人々の浮沈を間近に見て育った著者が、吉野林業を

初めて通史的にとりあげ、その光と影を史料に基づいて実証的に明ら

かする。初版2008年。
>A5判・540頁/本体11,100円 (税別)    ISBN978-4-78427001-9

角 倉 一 族 と そ の 時 代

森洋久編

近世の大商人・事業家で知られる角倉一族。本書は現代の角倉イメー

ジにとらわれず、文化・技術の総体の中で近世の吉田・角倉一族の業

績を備H敢的に検討。多彩な分野の研究者のみならず、近世の技術の継

承者たる職人・技術者も含む26名 の論考を収録する。
>A5判・628頁/本体8,800円 (税別)    IS8N978-4-7842-1797-7

畿内の豪農経営と地域社会
渡辺尚志編
18世紀末以降、河内国丹南郡岡村 (現藤井寺市)の庄屋を世襲した豪

農・地方名望家である岡田家の文書1万数千点を多角的に分析し、畿

内における村落と豪農の特質を経済・社会構造の観点から解明する。

レA5判・508買/本体7,800円 (税別)    ISBN978-4-7842-1385-6

インタビュー・エッセイや新刊情報を掲載 した広報誌『鴨東通信』を年 4回無料でお送 りしています。

電話・fax・ Eメ ールでお申し込み下さい。※印の書籍は外函・カバーに汚れ・傷みがございます。




